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（藤本議員）�

　
近
隣
の
団
体
で
は
、
開
票
集

計
所
要
時
間
の
短
縮
に
職
員
全

員
で
取
り
組
み
、
事
務
の
効
率

化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
町
で

は
、
開
票
事
務
の
迅
速
化
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
開
票

事
務
従
事
者
１
人
当
り
の
１
分

間
の
数
値
目
標
や
、
開
票
事
務

終
了
予
定
時
刻
等
の
時
間
短
縮

の
指
導
は
行
っ
た
の
か
。

A　
今
年
４
月
の
統
一
地
方
選

か
ら
、
票
の
仕
分
け
作
業
に

い
ち
ご
パ
ッ
ク
を
導
入
し
、

７
月
の
参
院
選
で
は
有
効
投

票
例
を
掲
示
し
、
開
票
・
検

査
の
事
務
を
細
分
化
し
チ
ー

ム
で
作
業
を
行
う
な
ど
、
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
開
票
事
務
終
了
時
間

の
目
標
は
設
定
し
て
い
た
が
、

１
分
当
り
の
処
理
量
の
目
標

値
は
設
定
し
て
い
な
い
。�

Q　
８
月
の
新
聞
で
、
低
金

利
の
時
代
に
見
合
っ
て
利

率
の
高
い
起
債
を
持
つ
自

治
体
は
、
３
年
間
の
期
限

付
き
で
借
り
換
え
て
も
よ

い
と
い
う
法
案
が
出
来
た

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に

対
す
る
町
の
対
応
は
。
ま

た
、
起
債
の
現
在
高
は
い

く
ら
か
。

A　
特
例
措
置
の
対
応
に

つ
い
て
、
本
町
に
お
い

て
は
、
高
利
率
の
起
債

の
繰
上
償
還
等
に
つ
い

て
は
、
個
々
の
起
債
の

償
還
状
況
に
応
じ
た
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
起

債
の
現
在
高
（
平
成
18

年
度
末
）
は
、
一
般
会

計
が
約
67
億
７
千
万
円
、

下
水
道
特
別
会
計
が
約

69
億
１
千
万
円
、
水
道

会
計
が
約
１
億
３
千
万

円
で
あ
る
。�

Q　
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
、
メ

デ
ィ
ア
の
中
で
保
育
料
の

滞
納
問
題
が
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
る
が
、
熊
野
町
で

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A　
本
町
の
状
況
は
、
滞

納
者
数
が
３
人
で
全
体

の
0.6
％
、
全
国
と
比
べ

マ
イ
ナ
ス
3.1
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。
滞
納

額
は
19
万
７
千
300
円
で

全
体
の
0.2
％
、
全
国
と

比
べ
マ
イ
ナ
ス
1.7
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
保
育
料
徴

収
事
務
の
適
正
な
執
行

を
推
進
し
、
町
民
の
保

育
料
負
担
の
公
平
な
確

保
に
努
め
て
い
く
。�

起債及び一時借入金について。�
�
様々なケースに対し、検討を行っている。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（平本町長、平町総務部長）�

Q

A

保育料未納の現状について問う。�
�
全体で滞納者数が0.6％、滞納額が0.2％である。
　　　　　　　　　　　　　　　（内田福祉課長）�

Q

A

（山野議員）�

（渡議員）�

民 

生 

部 

門�
選挙における開票集計の取り組みは。�
�チーム制により事務を細分化するなど、�

スピードアップに向けた取り組みを行っている。�
　（三村総務課長）�
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受
迫
名
義
の
土
地
を
ど
の
よ
う

な
土
地
と
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

今
後
こ
の
件
に
関
し
、
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

Q
　
明
治
２３
年
に
当
時
の
熊
野
村
議

会
が
、
た
め
池
の
所
有
者
を
受
迫
と

称
し
た
水
利
権
者
の
集
合
体
に
譲
渡

す
る
旨
を
議
決
し
、
そ
れ
が
登
記
簿

に
も
反
映
さ
れ
、
今
日
ま
で
行
わ
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
所
有
形

態
に
つ
い
て
の
有
効
・
無
効
の
判
断

は
、
非
常
に
難
し
い
問
題
と
思
っ
て

い
る
。
今
後
は
経
緯
や
法
律
等
を
さ

ら
に
研
究
し
、
個
々
に
絞
っ
て
対
応

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。�

A

　
町
内
放
送
設
備
は
町
民
の

た
め
の
放
送
設
備
と
思
う
が
、

放
送
の
依
頼
を
し
て
も
却
下

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ

の
よ
う
な
規
制
が
始
ま
っ
た

経
緯
は
。
騒
音
の
問
題
が
あ

る
と
は
言
え
、
書
面
等
で
依

頼
が
あ
っ
た
件
に
つ
い
て
は
、

放
送
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

公
的
な
件
の
み
を
放
送
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
選
挙
の
開
票

速
報
は
前
回
並
み
の
放
送
に

戻
し
て
も
ら
い
た
い
。

Q

　
近
年
、
生
活
形
態
の
多
様

化
や
騒
音
問
題
、
逆
に
放
送

内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
等
の

意
見
も
あ
り
、
全
町
的
な
行

事
を
除
い
て
は
、
前
も
っ
て

町
広
報
や
自
治
会
回
覧
、
各

団
体
の
連
絡
網
等
の
活
用
を

お
願
い
し
て
い
る
。
選
挙
の

開
票
速
報
は
、
開
票
確
定
が

深
夜
に
な
り
、
長
時
間
の
放

送
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成

１５
年
よ
り
放
送
を
行
っ
て
い

な
い
。
今
後
、
選
挙
管
理
委

員
会
で
議
論
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。�

A

質�問�
一�般�

ズ
バ
リ
、
町
政
を
問
う
！�

８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
の
施
策�

等
に
つ
い
て
町
長
に
対
し
論
戦
を
挑
ん
だ
。�

総 

務 

部 

門�

受迫名義の土地に対する町の考えは。�
�町の基本方針を整理し、�
　　　個々に対応を検討する必要がある。�

　（平本町長）�

Q

A

（南田議員）�

町内放送の在り方について問う。�
�
情報内容を厳選し、必要最小限の放送としている。

（平町総務部長）　�

Q
A

（冨士議員）�

町内各所に設置されている防災無線�

う
け
さ
こ�


